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　外国語＜英語＞研究室
　(第44研究室　宮内敦夫教授)
EnglishLanguage and CultureEducation
はじめに
　今や、国際交流、異文化理解、文化間
交流という言葉は、情報化という言葉と
ともに長いこと耳にしてきました。イン
ターネットやメールや携帯電話のない生
活は考えられません。 21世紀は、外方的
には世界の「国」という単位を区切る国
境は溶けて無くなり、一方、内方的には
　「国」という中央政府の権限が弱まり地
方分権が進み、住民が直接関わる市町村
単位のコミュニテーが中心となるのでは
ないかと思われる。
　物流と人の交流と情報の交換によって、
世界は益々近く、狭くなり、交流は密に
なってきました。世界はますます狭くな
り「地球村」（Globalvillage）化してきま
した。このような世界の中で、われわれ
は世界人としてどのように生きていけば
よいのか。　日本人は他国の国民と比較し
てどんな特徴を持っているのか、どこを
どう変えていけば世界人（World
citizen）になれるのか。
　20世紀に入ると、科学技術の進歩と工
業化は人類を土着農業から都市工業へと
移動させた。道具から機械へ、電気から
電子へと変わり、近年はIT （Information
Technology）とグローバル化の時代であ
る。世界の人間は国境を越えて直に触れ
合い、人間の生活の所産である文化は時
に衝突し融合する。異国人との交流、異
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国の文化との接触、経済・金融のうねり
を避けて、ひとり離れて生活をすること
は不可能である。まさに国際化の時代に
人類は生きている。
　人類は民族・国・地域により独自の言
語を使い、それぞれの歴史を生きてきた。
言語と文化は不可分である。「言語は、文
化すなわち社会的に継承され、われわれ
の生活の組織を決定する風俗・習慣を離
れては存在しない。」と米国言語学者
Edward Sapia はいう。文化は民族の所産
であり、民族の所為は言語によってなさ
れる。
　世界の人が交流し文化を理解するため
には、共通の言語が必要であり、異なる
文化を理解し認め合う心が必要である。
異文化理解、異文化交流である。　とかく
日本人は西洋文化を上に仰ぎ、アジア・
アフリカの文化を見下げる傾向かおる。
水平でなければならない。
　コミュニケーションの手段としての共
通言語は現状では英語である。　日本語が
共通言語となることはありえない。　日本
人にとって、英語を使えるようにするこ
とは、国際社会に生きるためのコミュニ
ケーション・ツールである。大学生にと
っては４年間で習得すべき必須科目であ
る。中国では、全国大学英語試験（College
English Test）の４級に合格することが義
務づけられている。これに合格しなけれ
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ば、卒業証書がもらえない。　日本もこの
ような時代が目の前ではないだろうか。
研究内容
1.国民性と言語表現
　異文化理解とは他国の国民性や文化を
知ることであるが、それほとりもなおさ
ず自国の国民性や文化を他国との比較の
中で知ることである。人間が生存するた
めには、生活の場としての気候風土かお
る。気候風土は長い歴史の中で人間の生
き方を条件づけ思考や行動を特徴づけて
きた。＜以下の「風土と共同体社会」は
佐藤延子著『比較文化論』（尚学社）を参
考にする。＞
　和辻哲郎は『風土』で、人間存在の基
本的類型として、世界の風土を（１）モ
ンスーン的（２）砂漠的（３）牧場的の
３つに分類している。
　（１）風土と共同体社会の特徴
　1）モンスーン的風土は、季節風と湿
度をもった熱暑から寒冷まで緯度によっ
て多様な気候をもつが、雨が多く降り湿
度が高い。植物は湿度によって繁殖し、
そのエコロジーの中で多様な動物の生命
を生存させる。人間との関係においては、
自然は克服すべき敵ではない。　自然は、
それに従って生きれば恵みを与え人間を
生かしてくれる母親のような存在である。
　中でも日本は稲作農業の特徴が濃厚で
ある。稲作は定住と共同を求める。同じ
所に住み季節と気候の変化の中で共同し
て作業することは、集団の和と没個人と
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集団の優先を生んだ。人間関係は「縦型社
会」になり、「依存」と「甘え」が人間関
係の基盤であって、それは都市化と工業
化が進んだ今則こでも根本的変化はない
と言える。
　一方、ヨーロッパの共同体意識はこれ
とはまったく違う。　日本のような自立な
き依存の社会では、個人主義はすなわち
利己主義であって反社会的であると見ら
れる。社会への参加とは、没個人の集団
主義に従うことである。それは「互いに
頼ること」（甘え）であり、「よろしくお
願いします」が象徴する相手の意思の尊
重である。集団の和を保つために自己主
張をせず自己否定的で、依存的で（甘え）
あり無口である。しかし、内と外を分け、
「よそ者バこ対しては疎外的である。
　自然は厳しいが豊かな恵みを与えてく
れる。　自然現象は畏怖と感謝の念から神
の仕業と認識される。ここに自然崇拝が
生まれる。絶対神ではなく自然の中にい
ろいろな神を感じる「多神教」である。
ヒンズー教、仏教、道教、神道などは、
モンスーン文化圏の宗教である。
　日本語には、アニミズム的な特徴（自動
詞表現など）、縦型社会の特徴（敬語・謙譲
語など）が顕著であるが、後に言及したい。
　【日本社会の特徴】　定住、共生共存意
識、自己否定的、忍従・従順、皆と「同
じ」、無口、依存と甘え、対立を避ける、
上下を重んじる、集団志向、和、信頼、
真似ることを重視、台風型性格
縦型社会、グループ指向社会、グループ
内の和と外部社会との隔離、むれる（り
んご型）
　２）砂漠的風土の特徴は乾燥である。
乾燥した土地には植物は繁茂せず生命は
生存できない。「死」と対峙しなければな
らない。遊牧民は水と草を求めて移動す
る。自然の恵みが少ない世界では、人間
け自然の中に「死」を見ることによって
逆に「生」を自覚し、生きる力を得る。
砂漠における自然と人間の関係は対立的
で戦闘的である。
　砂漠では人聞け一人では生きていけな
い。　自然の恵みを食料として期待できな
いので、共同体を作り、牧畜により集団
の協力と団結を強めて生きていく。集団
の絆は血縁である。共同体には統率者が
必要である。全員の財産である家畜の繁
殖と管理のために統率者に服従する。
　自分の共同体の勢力拡大繁栄のために
他の共同体との人間関係は外に対しては
自己防衛的対抗的である。利己主義的生
活は不可能であり、共同体の利益が個人
の利益である。
　自然との対峙の中で人間を導いてくれ
る絶対的な指導者は唯一神であり、絶対
服従である。
　絶対神は人間に規律と保護を与える。
　「神との契約」によって人間け、生活の
安定と生命の安全および一族の繁栄を約
束してくる。（ユダヤ教、キリスト教、イ
スラムの一神教）
　他宗教に対して排他的であり攻撃的で
あるのは砂漠という厳しい風土の特徴で
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ある。遊牧文化の特徴は農耕文化の受容
的融合的多神教的宗教の特徴とは対照的
である。
　3）牧場的風土では、夏に乾燥し雑草
がはびこらない。モンスーン気候の自然
の猛威もないが、砂漠的気候の乾燥もな
い。突然襲ってくる暴風雨がないことか
ら、マーペースで悠々と農作業ができる。
自然は人間に従順であり容易に征服でき
る。人間の意志による自然の変化への予
測と計算ができる。これが合理主義の育
った土壌である。　ヨーロッパの風土は人
間を自然の突然の猛威で脅かすことはな
いが、しかし一方では、何もしなで自然
の恵みで生きられるほど自然は豊かでも
ない。地中海沿岸を除くアルプス以北で
は、土地は痩せており、夏は日本の秋程
度の気温で冬季は半年も続く。平地が多
く、開墾が容易であり、ほとんど手を加
えることなくいつまでも使える。人間は
自然に対して論理的に立ち向かい、これ
を支配できる。ヨーロッパ農業は、遊牧
から変化した牧畜と主に麦作である。
　マイペースで自由に生活設計画できる
となれば、個人が「自由」と「自立」を
求めるのはごく当然であり、また、そう
することが可能でもある。他人のそれを
是認していくか、他人のことには干渉し
ないかにある。それなくしては自分も生
存できない。遊牧から牧畜へと移行した
が、遊牧民は個人行動が原則である。多
くの集団で移動すれば、十分な草がなけ
れば、羊は死んでしまう。これが個人主
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義の基本である自立心を養成する。
　同じ小国土の島国である日本とイギリ
スは対照的である。昔から稲作を中心と
した農耕文化と牧畜畑作(麦作)を中心と
した農耕文化であったが、日本は集団指
向社会であるが、イギリスは個人主義の
典型的な社会である。
　ある人はこうしか方がよいと思えば、
その人にそうするよ引こ忠告したり、さ
らにこうしろと集団で無理やりそうさせ
ようとするのは、全く日本人的である。
　(｢～した方がよいJ had better を日本人
はよく使引
　これに反して、イギリスでは、すべて
の人は経済学の効用理論どおりに行動す
る。効用理論では、すべての人はそれぞ
れ自分の効用関数(満足度)を極大にす
るように行動するともの仮定する。各自
の満足度はどうして決まるかというと、
その人の財物の持ち分によって決まる。
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識)につながる。
　ところが、イギリス人は特別で、他人
が何を持っていようと、どんなに優れて
いようと動じない。ひたすら自分の感じ
る満足は自分のもっている物の数量だけ
に依存する。他人の持ち物には無関心で
ある。自分ち他人の財物には無関心だか
ら他人のそうだるうと思っている。こう
して全員がそれぞれの効用関数の独立性
と相互の無関心性を認めると、お互いに
お節介しなくなる。だから、イギリス人
は他人に対して干渉がましいことを滅多
に言ったりしたりしない。(It's your
business, not mine.)
　【個人主義社会の特徴】　移動・自己主
張、自立、他と｢異なる｣、多弁、水平的
人間関係、個人志向、独自性の尊重、(横
型社会、個人指向主義社会、グレープフ
ルーツ型)
効用関数を極大にするには、財物の数量　　（２）日本語のアニミズム的考え方
を満足度が出来るだけ高くなるように按
配すればよいことになる。＜森嶋通夫『イ
ギリスと日本』岩波新書29＞
　通常の人の場合、その大が感じる満足
度は、その大の持っている数量だけでな
く、他人（たとえばライバル）の持って
いる物の数量に依存する。「みんなと同
じ」意識の高い日本人は、他人との数量
比較に大いに依存する。（「何々さんも持
っている」「何々さんも旅行に行くんだも
の」「みんなが～なんかもの」）他人との
数量格差が高じると恥や劣等感（格差意
　気候風土が人とその文化の特徴も決定
することについて述べたが、言語表現に
七影響している。　日・英語の相違につい
ては、すでにいくつかの論文で考察して
いるが、自然観と言語表現について考察
したい。
　原始人の自然観はアニミズム
　（animism）である。　自然界のものは、
すべてそれぞれが意志と感情をもってい
ると考えた。一方、現代人の自然観は人
間中心である。　自然は過酷なもの。これ
を人間の力（一つには科学）で征服し支
配するべき対象と意識している。
　イギリスのノーベル賞受賞作家
William GoldingのThe Inheritorsは原
始人の現象認識の仕方を扱った小説であ
る。原始人は「私」中心に現象を認識す
ること、自然界の事物を自分と同じく意
志と感情を有する者としてみるアニミズ
ムの発想を小説化している。
　原始人は、＜人が丸木舟に乗ってオー
ルで漕いで川を横切る＞情景を見ると。
　「耳たぶのようなもの（オール）で人は
水をかく。水は怒って（喜んで）波立つ。
丸木舟はくすぐたがって斜めに動く。」と
いうように、丸木舟にも川の水にも意志
と感情があると考えたのだろうと想像し
て原始人の思考を表現している。
　このアニミズム的な考え方の痕跡が日
本語の表現の根底にある。　日本語では、
とかく物事が自から「～になる」という
自然本位であるのに対して、英語では何
物かが「～する」、何物かに［～させる］
という人間本位である。佐久間鼎『日本
語の特質』（1941）は、日本語は「なる」
構文であるのに対して、英語は「する」
構文であると言っている。
　この相違は気候風土の違いに起因する
自然観の相違であると思われる。アニミ
ズムは、自然界の事物は人間と同じく意
志と感情があると考えることによって生
じる。自然に畏怖の念を抱き、感謝と恐
れは事物を神格化する土壌となる。
　個人主義の基盤であるヨーロッパの気
候風土は、モンスーン気候と異なり猛威
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をふるうことは少ないが、豊かな恵みを
与えてくれない。西洋人は自然を人間の
力で征服しようとしてきた。そこに合理
主義が生まれてきた。彼らは、「犬がＸ
にＹをする」という他動詞（～する）を
使って表現する。この論理は主語が動物
でない無生物を主語した表現にも適用さ
れる。その考え方は客観的であって、生
物も無生物も主語にして文を作れる。　日
本語は「私」中心であって主観的である。
　（３）日本語のくなる＞的表現と英語の
くする＞的表現
　日本語：動作主のある動作の結果、情
況が「がくがくの情況になる」（自動詞表
現あるいは受け身表現）
　英語：動作主が他の物に直接作用する。
　（他動詞表現）無生物を主語として、「そ
れが人－モノに作用する」がよく使われる。
特にF原因・理由」を主語とした無生物
主語構文が顕著である。
Ｏ「動作主ＡＣＴＯＲ十動作EFFECTIVE
ＡＣＴＩＯＮ十被動作物　AFFECTED
ＰＡＲＴＩＣＩＰＡＮＴ」（主語Ｓ十他動詞Vt十
目的語Ｏ）
ＯｒＡであるＸがＢをＹにする」（英語）
・私はニュースを聞いてびっくりした。
　＜Ｔｈｅ sudden news surprised me.＞
ＯrＡがＸであればＢはＹになる」（日本
語）
・交通事故で５人死んだ。くThe traffic
accident　killed　five　persons. Five
persons were killed in the traffic
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accident. ＞「交通事故が～をころした」
という表現は日本語では不自然である。
　「原因」［理由］を主語にしてそれが「～
する」と表現するのは日本人の発想では
ない。「交通事故が起こり、５人死んだ。
⇒交通事故で（原因）、５人が死んだ。（自
動詞）」の方が馴染める。
・母が病気だったので学校へ行けなかっ
た。＜Ｍｙ mother's illness prevented me
from going to school.＝As my mother
was ill,１ could not go to school.
･ Oil spillskilled thousands of animals
and　　destroyed　　marine　　habitats
worldwide. ＜原油漏れ（事故）は世界中
で何千もの動物を殺し、海洋生息地を破
壊した。→原油漏れ（事故）のために世
界中で何千もの動物が死に、海洋生息地
　　　　　　　　　　-
は破壊された（駄川こなった）。
･ Acid rain is an invisible danger to the
world. Although it looks like ordinary
rain, it　can　kill fish　and　trees　and
damage all habitats because it carries
acidic chemicals. ＜酸性雨は普通の雨の
ように見えるが、酸性化学物質を伴って
いるので、魚や樹木を殺し、あらゆる生
息地を破壊する。（他動詞表現）→そのため
に、魚は死に、樹木は枯れ、あらゆる生
　　　　-　一
息地は破壊される（駄目になる）。＞（受身
表現、自動詞表現）
＜関連論文＞
・国民性と言語表現（１）「はい」と「Yes」
　（1979東洋大学短期大学英文学科論集３号
90
22頁）
・国民性と言語表現（２）忠告と干渉
　（1981東洋大学短期大学紀要９号36頁）
・国民性と言語表現（3）"few"どlittle"の
Cohesion （1982東洋大学短期大学英文学科論
集５号38頁）
・国民性と言語表現㈲　日・英語の存在構文
と「は」と「が」についての考察(1985東洋
大学短期大学英文学科論集６号34頁）
・国民性と言語表現（5）日・英語比較一動詞
表現と名詞表現(1987東洋大学短期大学紀要
19号14頁）
｀　Internationalization　and　the　Japanese－
Characteristics of Japanese people as rice farming
people （1996東洋大学短期大学紀要27号15
頁）
・異文化交流と日本人（2001地域学研究４号
フ頁）
＜関連講演＞
・国際化と国際交流について（2006 2840 地区
4Bロータリー5クラブ大会講演）
･ Features of Japanese Culture and Way of Life
（2007 Southwestern University 講演）
･ Japanese Culture and language （2008 DePauw
University, USA講義）
・英語と日本語（2008板倉町小中学校教員研
修会講義）
・異文化理解と英語教育（2009板倉町東小学
校教職員研修会講演）
・グローバル化と英語（2009板倉町小中学校
教職員研修会講義）
・日本人と日本文化（2010生と死のフォーラ
ム講演）
・異文化理解と児童教育（2010板倉町南小学
校教職員講演）
・国際化と小学校英語教育（2010群馬県邑楽
郡ＰＴＡ連合会講演）
２。井上円了の『教育理念』の英訳
　東洋大学125周年の記念事業の一環と
して、学祖井上円了の『教育理念』を英
訳中である。平成23年度中に出版の予定
である。本学の教育理念については担当
科目「言語と文化」の中で概要を講義す
ることにしている。
３。国際奉仕活動一井戸掘り事業
　平成22年度よりフィリピンのセブ島で
飲料水供給の深井戸掘り事業を開始した。
国際ロータリークラブの会員として、日
本の2840地区とフィリピンの3860地区
間の共同出資事業である。（Matching
Grant 72014）この事業の特徴は、単に資
金を出して井戸を業者に掘ってもらって
寄付するのではなく、井戸掘りに関心の
ある人を募集し、その人たちに技術教育
をする。その過程で小学校２校と市営の
住宅地（ゴミ拾いをして生活する不法占
拠者たち2000人を収容した所）に井戸を
提供する。
　エンジン付きの井戸掘り機械を購入し
て、それをトラックにセットし、容易に
移動可能にしか。当初予算で、井戸を６
木掘る予定である。現在、Liloan小学校
に２本掘り上げ、次の小学校に１本を掘
った。次は住宅地に掘り始める。石灰質
研究室紹介
の岩盤が地表近くまで来ているので難儀
している。
　小生も休暇を使い現地のロークリアン
とともに手伝っている。今後、資金を作
り、他の島も含めて、飲料水に不自由し
ている住民のために継続する予定である。
本学の学生でボランティア活動に関心を
持つ学生には体験の機会を提供したと思
っている。
Liloan小学校庭に掘った井戸と児童
i'l
･フィジピンにおける民生事業(井戸掘り)の意
義と実施計画(2009館林ロータリークラブ講
尚
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